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概    要 一般に抗がん薬は治療域と毒性の幅が極めて狭いにもかかわらず作用には幅広い 
個人差が存在する。この原因の一つとしてとして抗がん薬の血中・組織中濃度の相違、およびその背景
にある遺伝子多型が考えられている。Vincristine は血液悪性疾患の Key drug であるが低濃度での簡
便な測定は難しく、その薬物動態/薬力学（PK/PD）関連の報告は少ない。解毒酵素の一部である GSTM1
は遺伝子多型によりヒトの約半数が欠損しており、その発現は vincristineの薬剤耐性と関連する事が
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は GSTα, GSTμ, GSTπ, GSTθ の 4種類のアイソ









瘍 患 者 に お い て 、 GSTM1 遺 伝 子 の 有 無 と
vincristineの血中濃度測定を行い、GSTM1の有無
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